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受精後の初期発生に連動するポリA鎖伸長母性RNAの網羅的アプロ
ーチ
●木村　穣1) ◆佐藤　正宏2) ◆桜井　敬之1)

1)東海大学医学部　　2)東海大学総合医学研究所

〈研究の目的と進め方〉
多くの生物の受精卵初期発生では、母性型RNAから接

合子型RNAへの発現転換があり、以降の発生プログラム
はこのプロセスに依存すると考えられる。本時期の新規
現象として、我々は、ある母性マウスRNA(Bri3 RNA)が
受精後18時間（1細胞期後期）をピークに一過的にそのポ
リA鎖を伸長させ、その後短縮・分解することを見い出
した。本研究では、同様の動態を示す母性RNAを網羅的
に単離し、受精直後の初期胚の遺伝子発現転換を中心と
した発生システムの解明に挑むことを目的とした。

〈研究開始時の研究計画〉
ポリA鎖伸長を示す母性RNA特異的なcDNAライブラリー
の構築と2）RNA注入実験による、伸長に関わるcis配列
の同定を中心に研究をすすめる計画をたてた。

〈研究期間の成果〉
ポリA鎖伸長母性RNA群のみを濃縮する独自のcDNA

Library作成法を考案し、a. biotin-ATPの受精卵への導入
方法、至適濃度、 胚注入至適時間、biotin-RNA単離法、
RT-PCRによる増幅cDNAの品質検定について予備的実験
を行い、良好な方法論を確立した。得られたcDNA クロ
ーンの解析と共にこれらはのちに論文となった。
合成RNAの卵注入実験では以下の点がさらに詳細に明か
となった。 EGFPとの融合RNAでもポリA鎖伸長現象が
再現し、EGFP発現もあったが、卵母細胞では観察され
ず受精卵特有の現象であった。またpoly(A)鎖300-400の注
入RNAへの付加で卵母細胞でも伸張が見られた。

〈国内外での成果の位置づけ〉
母性RNAのpoly(A)鎖伸長機構の解明の研究（大半は国

外の研究）の多くは、両生類を対象に実施され、マウス
受精後の報告は、現時点でも我々の遺伝子を含め8遺伝子
の報告のみである。その機構はほとんど未知のままであ
るが、今回の新規のcDNALibraryは突破口を開くと国際
学会等では方法論としても注目された。

〈達成できなかったこと、予想外の困難、その理由〉
当初、予定したElectroporation法によるマウス受精卵

へのBiotin-ATP導入は、なかなか困難であり（後に他の
方法で解決）、PCR-based cDNA Library用のcDNA増幅法

（poly(A)tail法とSMARTcDNA法）と品質検討にも予想外
の困難を経験した。 これも後に解決している。

〈今後の課題〉
この研究に参画した時期から４年たつが、今後は現象

の生物学的意味付けが最大の課題である。
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